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〝
卒
業
生
の
お
祭
り
〞̶

。
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
が
10
月
28
日
、
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
迎
え
て
第
18
回
の

こ
と
し
は
、
前
日
の
豪
雨
が
嘘
だ
っ
た
か

の
よ
う
に
、
雪
化
粧
し
た
富
士
山
が
秀
麗

な
姿
を
み
せ
る
秋
晴
れ
と
な
り
、
約
３
７

０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
10
時
15
分
か
ら
、
ク
レ
セ
ン
ト

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
、
校
歌

斉
唱
に
続
き
、
鈴
木
敏
文
理
事
長
、
永
井

和
之
総
長
・
学
長
、
久
野
修
慈
学
員
会
会

長
が
挨
拶
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
葛
西
聖
司
氏
（
昭
和
49
年

法
学
部
卒
）
の
司
会
・
進
行
で
3
組
の
親

子
三
代
卒
業
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
模
擬
店
に
行
列

　

青
空
の
下
、
ペ
デ
上
で
は
、
学
員
会
支

部
や
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
り
模
擬
店
が

出
店
さ
れ
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
法
律
、

年
金
、
不
動
産
な
ど
の
無
料
相
談
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
府
中
市
の
郷
土
芸
能
「
武
蔵
国
府

太
鼓
翔
駒
会
」
に
よ
る
力
強
い
和
太
鼓
演

奏
や
応
援
部
の
演
技
が
披
露
さ
れ
、
葛
西

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
初
代
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・

ハ
ヤ
タ
隊
員
役
の
黒
部
進
氏
（
経
済
学
部

卒
）
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
会
場
の
笑

い
を
誘
っ
た
。

　

１
号
館
で
は
、
柳
家
小
団
治
師
匠
（
昭

和
42
年
経
済
学
部
卒
）
に
よ
る
寄
席
。
図

書
館
１
階
ホ
ー
ル
で
は
、「
駿
河
台
の
記

憶
」
と
題
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
松
尾
高
弘
氏
に
よ
る
駿
河
台

キ
ャ
ン
パ
ス
の
当
時
の
様
子
を
再
現
し
た

葛西聖司氏（左）と黒部透氏（右）によるトークショー

模擬店に行列

親子三代卒業者授賞式

第
18
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

秀
麗
な
富
士
山
が
卒
業
生
を
 

”お
出
迎
え
“

約
３
７
０
０
人
が
懐
旧
談
に
花
咲
か
せ
る

秀
麗
な
富
士
山
が
卒
業
生
を
 

”お
出
迎
え
“

約
３
７
０
０
人
が
懐
旧
談
に
花
咲
か
せ
る

秀
麗
な
富
士
山
が
卒
業
生
を
 

”お
出
迎
え
“

約
３
７
０
０
人
が
懐
旧
談
に
花
咲
か
せ
る
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イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
な

ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　

ペ
デ
上
を
歩
い
て
い
る
と
「
乾

杯
！
」
と
い
う
声
が
い
た
る
所
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
。
卒
業
生
が
ビ
ー
ル
片

手
に
陽
気
に
談
笑
し
て
い
る
。
白
髪
や
頭

髪
が
薄
く
な
っ
た
学
員
が
目
に
つ
く
。
そ

の
多
く
は
駿
河
台
時
代
の
卒
業
生
だ
。
卒

業
年
次
ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
な
が
ら
、
学
生
時
代

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
懐
旧
談
に
花

を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
卒
業
生
の
声
を
拾
っ
て
み

た
。「

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

来
る
の
は
今
年
が
初
め
て

な
ん
で
す
」
と
、
笑
顔

で
話
を
し
て
く
れ
た

の
は
長
谷
川
た
か

こ
さ
ん
（
平
成
８

年
法
学
部
卒
）。

　

他
方
、
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

毎
年
参
加
し
て
い

る
と
い
う
山
井
俊

昭
さ
ん
（
昭
和
50

年
法
学
部
卒
）
は
、

そ
の
理
由
に
つ
い
て

「
そ
れ
ぞ
れ
違
う
仕
事

を
し
て
い
る
人
達
が
、
ど

う
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
為

に
毎
年
来
て
い
る
。
あ
と
は
憂
さ

晴
ら
し
か
な
」
と
気
さ
く
に
答
え
て
く

れ
た
。

校
歌
斉
唱

懐かしい学友と再会

食
べ
て
、
飲
ん
で
、
同
期
生
が
団
ら
ん
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明
大
や
日
大
の
授
業
も
受
け
た

駿
河
台
時
代

　

駿
河
台
時
代
の
卒
業
生
と
い
う
深
井
祐

子
さ
ん
（
昭
和
53
年
法
学
部
卒
）
に
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
と
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
と

の
違
い
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、「
昔

は
学
生
運
動
で
授
業
が
な
く
な
っ
た
け
れ

ど
、
み
ん
な
よ
く
勉
強
し
て
い
た
。
明
大

と
か
日
大
の
授
業
を
受
け
に
行
っ
た
り
も

し
て
い
た
の
よ
」
と
当
時
を
懐

か
し
く
振
り
返
っ
て
く
れ
た
。

　

「
学
生
運
動
の
た
め
に
４

年
間
に
試
験
が
な
く
な
っ
て
レ

ポ
ー
ト
提
出
に
な
っ
た
の
が
２

回
も
あ
っ
た
よ
」
と
話
し
て
く

れ
た
の
は
森
本
明
生
さ
ん
（
昭

和
53
年
商
学
部
卒
）。

　

現
在
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
聞
い
て

み
る
と
、
野
田
明
利
さ
ん
（
昭

和
53
年
法
学
部
卒
）
は
、「
駿

河
台
は

狭
く
て

汚
か
っ
た
け
ど

良
か
っ
た
。
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
は
嫌

い
だ
ね
」
と
少
し

シ
ョ
ッ
ク
な
答
え

が
返
っ
て
き
た
。

思
い
出
の
詰
ま
っ

た
駿
河
台
に
愛
着

を
感
じ
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
と
多
摩

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ど
ち
ら
も
経
験
し
た
と

い
う
阿
世
賀
陽
一
さ
ん
（
昭
和
55
年
文
学

部
卒
）
は
、「
昔
は
汚
い
と
し
か
思
っ
て

い
な
か
っ
た
サ
ー
ク
ル
棟
が
、
毎
年
来
る

た
び
に
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
る
」
と
か
つ

て
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
懐
か
し
む
よ
う
に

語
っ
て
く
れ
た
。

卒
業
生
が
つ
な
ぐ
中
央
大
学
の
伝
統

　

最
後
に
行
わ
れ
た
豪
華
商
品
が
当
た
る

福
引
抽
選
会
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
に
な
り
、

抽
選
の
度
に

ど
よ
め
き
が

湧
い
た
。

　

メ
イ
ン

ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
応

援
団
の
演
技

に
、
一
緒
に

な
っ
て
身
体

を
動
か
す
卒

業
生
。
子
供

さ
ん
や
お
孫

さ
ん
を
連
れ
て
家
族
総
出
で
楽
し
ん
で
い

た
卒
業
生
。
84
歳
に
し
て
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
を
初
め
て
訪
れ
た
と
い
う
卒
業
生
も
い

た
。
様
々
な
人
生
を
背
負
っ
た
学
員
が
、

年
に
１
度
、
母
校
に
集
う
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
は
、
こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

　

駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
で
培
わ
れ
た
中
央

大
学
の
伝
統
は
、
確
実
に
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

（
学
生
記
者　

上
田
雄
太
＝
文
学
部
２
年
）

柳家小団治師匠の落語

抽選会に人の波

応援団が演技




